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背 景 

  キリマンジャロ（5895m）はアフリカ大陸の最高峰である。頂上周辺には小さいが、氷河がいくつか分布している。 

私は1995年9月に登る機会があった。アフリカへは考古学者中心の文部省国際学術研究で行き、その帰りに寄っ

た。コースはマチャメ・ルートから山の南側をトラバースで1/3周し、バラフ小屋ルートから登頂し、一般のマラング・

ルート（現地ではツーリスト・ルートとかコカコーラ・ルートと呼ぶ）を下山するもので、日程は5泊6日であった（地図）。

途中でモレインや構造土を、頂上では氷河を観察した。 

 

行動概要 

1日目（1995年9月9日ガス、晴のち曇り）：  ホテル(出発10時過) — マチャメ・ゲイト（1800ｍ、12時半発）— マチャメ小

屋（17時着、2960ｍ）： ガイドとポーター4人にホテルで会い、途中食料の買い出しをしてから登山口に行く。だらだら

道を上り、単独の女性とアメリカ人3人を抜いてマチャメ小屋（写真１）に着いた。天気が悪く山は見えなかった。客はテ

ント、ガイド・ポーター達は小屋に泊まる。料理はたき火であった。 

 

2日目（9月10日、快晴）：  出発（7時半）— シーラ・ケイブ（11時半着、3720ｍ）： 6時過ぎに起きたら外は霜で白かっ

た。天気は素晴らしくキリマンジャロがかなたに見える。ルートを一緒に歩いているパーティは、40才ぐらいの女性（単

独）、30才前後の男性（単独）、8人の中高年のアメリカ人とそのアメリカ人のガイド、そして私である。アメリカ人のパー

ティは、ポーターが30人ぐらいの大部隊である。3550ｍで森林限界を抜け、目の前にキリマンジャロ火山で一番古い、

シーラ火山（3962m）を見るようになる。侵食されて、奇岩・奇峰が多い。なんとなく遠くから見る妙義山に似ている。 

   

キャンプ地には昼前に着いた。小屋はなく、ガイドとポーター達は熔岩の洞窟の中でキャンプする。ブッシュが疎ら

にしかないのでトイレが大変である。昼食後、単独3人はお茶を飲みながら話した。女性はカナダ人でグレーナといい、

医療士で現在はサウジアラビアのリャドの病院で働いている。男はイタリア人でフランコといい、建築関係の仕事で今は

ザンジバルに住んでいる。 

 

3日目（9月11日、晴のち曇り）：  出発（8時前）— ラヴァ･タワー小屋跡（昼前着、4600ｍ）— アロウ氷河小屋跡（昼過ぎ

着、4850m）—バランコ小屋（14時半着、3940m)： 南面をトラバース気味に東へ行くが、私だけ途中、4700〜4800mまで

モレインと氷河を見に登る。登るに従い、ガスがかかり始め気温が下がった。今日の行程で一番高いアロウ氷河小屋跡

には昼過ぎに着いた。生憎とガスのため氷河の一部しか見えなかったが、途中構造土が見られた。かなり大きなラテラ

ル・モレインも分布している。 

  バランコ小屋には新しいトイレが設置されていた。キャンプ地は大きなラテラル・モレイン帯に位置している。高さ数

十メートル、幅百メートル、長さ数百メートルを越えるのもある。夕方、晴れて、目の前の絶壁の上の氷河の向こうにキボ

（Kibo、5895mの最高峰がある山）が見えた（写真２は翌朝）。メスナーはここを登ったそうだ。木立がまばらで料理用の

薪集めにかなりの時間がかかった。この日は高度のため時々軽い頭痛を感じ、食欲も落ちた。 

 

4日目（9月12日、快晴）：  出発（8時前）— カランガ谷 (10:20〜11:45、3810m) — 道分岐（13時頃、4000m) — バラフ

小屋（14時半着、4510m）： 出発してすぐに小さな清流を渡ると、道は急な斜面をジグザグに300ｍぐらい一気に登る。

そのあとはわずかな高低差のトラバースである。最後の清流カランガ谷で早い昼食をとる。ここから上は水も薪もないの

で、明日用にポーターが持っていく。 左手にモレインがいくつも見える。14Ｃによる年代測定のサンプルはないだろうか

とキョロキョロしながら歩いたが、高度が高く乾燥しているので昨日同様望みのないことが判った。モレインの分布をき

ちんと作るだけでも、かなりのことがわかり面白いだろうな、などど考えながら快調に歩いた。標高約4000mで分岐となり、

モレイン上の尾根道を登ってバラフ小屋に着いた。 
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明日は全行程で一番長い日である。約1500ｍ登って2200ｍ下るので、10〜15時間の行程である。ガイドが、’明日

は頂上で日の出を迎えるために0時半に出発する’、と告げる。19時前に寝た。 

 

5日目（9月13日、快晴）：  出発（0時半）— シュテラ・ポイント（4時半着、5760m) — ウフル・ピーク（5時20分〜６時45分、

5895m）— ギルマンズ・ポイント（7時半過ぎ、5685m) — キボ小屋（9時過ぎ〜10時前、4750m) — ホロンボ小屋（12時半

着、3720m)： 23時45分に起床。軽い頭痛がしたが、お茶とパンの軽い食事をとり、予定通り0時半に出発。ポーター達

はここから下ってコカコーラ･ルートのホロンボ小屋で待つ。後始末をするガイドを残して満天の星空の暗やみの中を一

人で歩きだす。まもなくガイドが追いついた。いつの間にか頭痛は消えていた。登りは砂礫のガレ場が多く、杖が非常

に役立った。快調に登り、火口壁のステラ・ポイント（5760mぐらい）に4時半に着いた。ここからウフル・ピーク（5895m, 

Uhuru、スワヒリ語で‘自由’の意味)までをあっと言う間に登り切り、頂上には5時20分に着いた。今日のピークの一番乗

りである。 

   

日の出を待つために、借りてきたダウン・ジャケットとゴアテックスを着た。気温は—10℃ぐらいだろうか。下は雲海だっ

たが、見事な日の出は6時10分頃であった（写真３）。 グレーナは6時半頃やって来た。フランコはシュテラ・ポイントの所

で高山病のためダウンし、登頂を断念したとのこと。 

  頂上の傍に氷河（Southern Icefield）があり、見物に行った。氷河の縁は30～40メートルぐらいのほぼ垂直のがけで

（写真４）、温帯の氷河とは全く違う。。火口の中の氷河（Furtwangler Gl、写真５）、対面の火口壁の階段状の氷河

（Eastern Icefield, 写真６）など、熱帯氷河の特異な形態が興味深かった。いずれも最近は大幅な後退をしている。6時

45分にギルマンズ・ポイントを目指して下山を始めた。途中でアメリカ隊に会った。 ゆっくりではあるが、全員登ってい

る。  

  ギルマンズ・ポイントはコカコーラ･ルートが火口壁にぶつかる所にある。ここで力尽きて戻る人も大勢いる。ここから

は、砂ホコリが舞う砂礫地を4750ｍにあるキボ小屋までひたすら下る。9時過ぎについて、ガイドが料理した食事をとる。

ここではコカコーラを売っている。まさに、ルートの名に恥じない。私は到底飲む気がしなかったが、ガイドがしつこく勧

める。つまり、自分が飲みたいのである。仕方なく買った。 

   

ここからは傾斜が緩くなり、ただてくてくと歩く。正面に峻峰のマウェンジ（5149m、写真７）が見えるのが慰めであるが、

ガスのため見え隠れする。マウェンジとのサドル付近は草木のない砂礫砂漠で月の表面みたいである。仕事柄、地面

を気にしていると案の定、構造土が発達している。下るに従い植生が出てきた。今日のキャンプ地、ホロンボ小屋には

12時半に着いた。木立も見られ、水の音が懐かしい。丁度、12時間の行動であった。登頂し損ねたフランコがしょんぼ

りといた。しばらくしてグレーナが元気に到着した。アメリカ隊は夕方近くに着いた。彼らのガイドは、グレーナの話しに

よると、チョモランマの登頂者だという。彼とは下山してから少し話したが、キリマンジャロは８回目だそうだ。その後、

2005年にアメリカ人で初の8千メートル14座登頂者となったエド・ヴィーストゥース (Ed Viesturs) だったことが分かった。 

 

6日目（9月14日、快晴）：  出発（8時半過ぎ）— マンダラ小屋（11:00〜11:40、2723ｍ）— マラング・ゲイト（13時半頃、

1860m) – ホテル（14時過ぎ）： 最終日、天気が素晴らしいので朝食後、キボの写真（写真８）  を撮りに行ってからゆっく

りと下り始めた。大勢登ってくる。マンダラ小屋は森の中にあり、人が大勢いて売店もある。下るに従い緑が濃くなってく

る。やがて車が通れる広い道となり、’〇〇旅行’の旗を振っている15人ぐらいの一団とすれ違った。マラング・ルートの

ゲイトには13時半頃ついた。ここにある国立公園の管理事務所でウフル・ピークに登頂したという証明書をガイドからも

らう。ホテルに戻り一段落ついた頃、ガイドとポーターが来た。ビールをご馳走して、チップをはずんだ。そしてガイドに

は靴、ズボン、スパッツ、帽子などをあげた。 

  夜から雨になった。天気に非常に恵まれた楽しい快適なトレッキングであった。 


